
二
四
一

第
八
章　

証
人
及
び
参
考
人　
　

第
一
節　

証
人　
　

（
二
五
四
）

第
八
章　

証
人
及
び
参
考
人

第
一
節　
証
人

二
五
四　

証
人
の
出
頭
を
求
め
る
に
は
、
証
人
出
頭
要
求
書
を
議
長
に
提
出
す

る

案
件
の
審
査
又
は
調
査
の
た
め
証
人
の
出
頭
を
求
め
る
に
は
、
委
員
会
に
お
い
て
、
証
人
の
氏
名
、
証
言
を
求
め
る
事

項
及
び
出
頭
を
求
め
る
日
時
を
決
定
し
、
委
員
長
か
ら
こ
れ
ら
を
記
載
し
た
証
人
出
頭
要
求
書
を
議
長
に
提
出
し
、
議

長
は
文
書
を
も
っ
て
証
人
に
出
頭
を
求
め
る
。

な
お
、
議
長
か
ら
証
人
に
出
頭
を
求
め
る
文
書
に
は
、
日
時
、
場
所
及
び
証
言
を
求
め
る
事
項
の
ほ
か
、
正
当
の
理
由

が
な
く
て
出
頭
し
な
い
場
合
の
罰
則
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

議
証

　
第

一

条

　
第

一

条

　
の

三
　
　

　
第

七

条

規
第
一
八
二
条



二
四
二

二
五
五　

議
院
外
の
指
定
す
る
場
所
に
証
人
の
出
頭
を
求
め
る
に
は
、
証
人
出

頭
要
求
書
を
議
長
に
提
出
す
る

案
件
の
審
査
又
は
調
査
の
た
め
議
院
外
の
指
定
す
る
場
所
に
証
人
の
出
頭
を
求
め
る
に
は
、
委
員
会
に
お
い
て
、
証
人

の
氏
名
、
証
言
を
求
め
る
事
項
、
出
頭
を
求
め
る
日
時
及
び
出
頭
を
求
め
る
場
所
を
決
定
し
、
委
員
長
か
ら
こ
れ
ら
を

記
載
し
た
証
人
出
頭
要
求
書
を
議
長
に
提
出
し
、
議
長
は
文
書
を
も
っ
て
証
人
に
出
頭
を
求
め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
委
員
会
は
二
人
以
上
の
委
員
を
派
遣
す
る
。

な
お
、
議
長
か
ら
証
人
に
出
頭
を
求
め
る
文
書
に
は
、
日
時
、
場
所
及
び
証
言
を
求
め
る
事
項
の
ほ
か
、
正
当
の
理
由

が
な
く
て
出
頭
し
な
い
場
合
の
罰
則
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

参
照　

二
五
七
号
、
二
六
一
号
、
二
七
八
号

二
五
六　

証
人
の
現
在
場
所
に
お
い
て
証
言
を
求
め
る
に
は
、
証
人
証
言
要
求

書
を
議
長
に
提
出
す
る

案
件
の
審
査
又
は
調
査
の
た
め
証
人
の
現
在
場
所
に
お
い
て
証
言
を
求
め
る
に
は
、
委
員
会
に
お
い
て
、
証
人
の
氏
名
、

議
証

　
第

一

条

　
の

二
　
　

　
第

一

条

　
の

三
　
　

　
第

七

条

規
第
一
八
〇
条

　
の
二
　
　
　

議
証

　
第

一

条

　
の

二
　
　

　
第

一

条

　
の

三
　
　

　
第

七

条

規
第
一
八
〇
条

　
の
二
　
　
　



二
四
三

第
八
章　

証
人
及
び
参
考
人　
　

第
一
節　

証
人　
　

（
二
五
五
―
二
五
七
）

証
言
を
求
め
る
事
項
、
証
言
を
求
め
る
日
時
及
び
証
言
を
求
め
る
場
所
を
決
定
し
、
委
員
長
か
ら
こ
れ
ら
を
記
載
し
た

証
人
証
言
要
求
書
を
議
長
に
提
出
し
、
議
長
は
文
書
を
も
っ
て
証
人
に
証
言
を
求
め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
委
員

会
は
二
人
以
上
の
委
員
を
派
遣
す
る
。

な
お
、
議
長
か
ら
証
人
に
証
言
を
求
め
る
文
書
に
は
、
日
時
、
場
所
及
び
証
言
を
求
め
る
事
項
の
ほ
か
、
正
当
の
理
由

が
な
く
て
証
言
の
要
求
を
拒
ん
だ
場
合
の
罰
則
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

参
照　

二
五
七
号
、
二
六
二
号
、
二
七
八
号

二
五
七　

証
人
の
出
頭
を
求
め
又
は
証
人
の
現
在
場
所
に
お
い
て
証
言
を
求
め

る
に
は
、
出
頭
又
は
証
言
す
べ
き
日
の
五
日
前
ま
で
に
通
知
す
る

証
人
の
出
頭
を
求
め
又
は
証
人
の
現
在
場
所
に
お
い
て
証
言
を
求
め
る
に
は
、
出
頭
又
は
証
言
す
べ
き
日
の
五
日
前

（
外
国
に
あ
る
者
に
つ
い
て
は
十
日
前
）
ま
で
に
、
議
長
か
ら
証
人
に
対
し
て
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。
た
だ
し
、
特
別

の
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
証
人
の
同
意
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

な
お
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
証
人
の
同
意
を
得
て
、
五
日
前
よ
り
短
い
期
間
内
に
通
知
し
た
次
の
よ
う

な
例
が
あ
る
。

議
証

　
第

一

条

　
の

三
　
　



二
四
四

第
百
二
十
五
回
国
会
予
算
委
員
会
（
平
成
四
年
十
二
月
三
日
）
に
お
い
て
、
平
成
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
外
二

件
の
審
査
に
関
し
、
東
京
佐
川
問
題
に
つ
い
て
、
竹
下
登
君
の
同
意
を
得
て
、
同
月
七
日
に
同
君
を
証
人
と
し
て

出
頭
を
求
め
る
こ
と
を
決
定
し
、
四
日
前
の
同
月
三
日
に
議
長
か
ら
同
君
に
対
し
て
証
人
と
し
て
出
頭
を
求
め
る

旨
を
通
知
し
た
。

参
照　

二
五
四
号
―
二
五
六
号

二
五
八　

証
人
は
、
委
員
長
の
許
可
を
得
て
補
佐
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き

る

証
人
は
、
委
員
長
の
許
可
を
得
て
補
佐
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
補
佐
人
は
、
弁
護
士
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
。

二
五
九　

外
国
人
が
証
人
と
し
て
出
頭
し
証
言
し
た
例

第
七
十
七
回
国
会
閉
会
後
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
（
昭
和
五
十
一
年
六
月
九
日
）
に
お
い
て
、

議
証

　
第

一

条

　
の

四
　
　



二
四
五

第
八
章　

証
人
及
び
参
考
人　
　

第
一
節　

証
人　
　

（
二
五
八
―
二
六
〇
）

ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
に
関
す
る
件
の
調
査
に
当
た
り
、
在
日
中
の
米
国
人
シ
グ
・
片
山
君
は
、
同
委
員
会
の
求
め
に
よ

り
、
証
人
と
し
て
出
頭
し
証
言
し
た
。

な
お
、
同
証
人
の
出
頭
を
求
め
る
に
当
た
り
、
委
員
長
か
ら
同
月
一
日
文
書
を
も
っ
て
外
務
大
臣
に
対
し
、
米
国
政

府
の
了
承
を
求
め
る
よ
う
依
頼
し
、
翌
二
日
外
務
大
臣
か
ら
委
員
長
に
対
し
、
米
国
政
府
よ
り
異
議
は
な
い
と
回
答

が
あ
っ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

参
照　

三
〇
二
号

二
六
〇　

連
合
審
査
会
に
証
人
が
出
頭
し
た
例

第
七
十
八
回
国
会
閉
会
後
の
法
務
委
員
会
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
連
合
審
査
会
（
昭
和
五
十

一
年
十
一
月
十
二
日
）
に
お
い
て
、
三
木
内
閣
総
理
大
臣
に
対
す
る
偽
電
話
事
件
に
関
す
る
件
の
調
査
に
当
た
り
、

鬼
頭
史
郎
君
は
両
委
員
会
の
求
め
に
よ
り
、
証
人
と
し
て
出
頭
し
た
。

な
お
、
同
君
は
、
証
人
の
宣
誓
を
拒
み
、
証
言
し
な
か
っ
た
。

参
照　

二
四
四
号
、
二
七
二
号

（
規
第
一
八
二
条
）



二
四
六

二
六
一　

議
院
外
の
指
定
す
る
場
所
に
証
人
の
出
頭
を
求
め
た
例

第
百
四
十
回
国
会
予
算
委
員
会
（
平
成
九
年
三
月
十
二
日
）
に
お
い
て
、
予
算
の
執
行
状
況
に
関
す
る
調
査
の
う
ち
、

オ
レ
ン
ジ
共
済
組
合
問
題
に
つ
い
て
、
委
員
を
派
遣
し
、
勾
留
中
の
友
部
百
男
君
を
証
人
と
し
て
、
議
院
外
の
指
定

す
る
場
所
に
出
頭
を
求
め
る
こ
と
を
決
定
し
、
同
月
二
十
一
日
、
同
証
人
か
ら
議
院
外
の
指
定
す
る
場
所
に
お
い
て

証
言
を
求
め
た
。

参
照　

二
五
五
号

二
六
二　

証
人
の
現
在
場
所
に
お
い
て
証
言
を
求
め
た
例

第
百
二
十
五
回
国
会
予
算
委
員
会
（
平
成
四
年
十
二
月
三
日
）
に
お
い
て
、
平
成
四
年
度
補
正
予
算
三
案
に
関
し
、
東

京
佐
川
問
題
に
つ
い
て
、
委
員
を
派
遣
し
、
勾
留
中
の
渡
邉
廣
康
君
を
証
人
と
し
て
、
そ
の
現
在
場
所
に
お
い
て
証

言
を
求
め
る
こ
と
を
決
定
し
、
同
月
八
日
、
同
証
人
か
ら
そ
の
現
在
場
所
に
お
い
て
証
言
を
求
め
た
。

第
百
四
十
回
国
会
予
算
委
員
会
（
平
成
九
年
三
月
十
二
日
）
に
お
い
て
、
予
算
の
執
行
状
況
に
関
す
る
調
査
の
う
ち
、

オ
レ
ン
ジ
共
済
組
合
問
題
に
つ
い
て
、
委
員
を
派
遣
し
、
勾
留
中
の
友
部
達
夫
君
を
証
人
と
し
て
、
そ
の
現
在
場
所

議
証

　
第

一

条

　
の

二
　
　

議
証

　
第

一

条

　
の

二
　
　



二
四
七

第
八
章　

証
人
及
び
参
考
人　
　

第
一
節　

証
人　
　

（
二
六
一
―
二
六
三
）

に
お
い
て
証
言
を
求
め
る
こ
と
を
決
定
し
、
同
月
二
十
一
日
、
同
証
人
か
ら
そ
の
現
在
場
所
に
お
い
て
証
言
を
求
め

た
。

参
照　

二
五
六
号

二
六
三　

委
員
長
は
、
証
人
に
対
し
、
宣
誓
又
は
証
言
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る

場
合
を
告
げ
、
か
つ
、
正
当
の
理
由
が
な
く
て
宣
誓
又
は
証
言
を
拒

ん
だ
と
き
及
び
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
と
き
の
罰
則
を
警
告
す
る

証
人
の
証
言
を
求
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
証
人
の
宣
誓
に
先
立
っ
て
、
委
員
長
か
ら
証
人
に
対
し
、
議
院
に
お
け
る
証

人
の
宣
誓
及
び
証
言
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
そ
の
事
由
を
示
し
て
宣
誓
又
は
証
言

を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
旨
を
告
げ
、
か
つ
、
正
当
の
理
由
が
な
く
て
宣
誓
又
は
証
言
を
拒
ん
だ
と
き
及
び
虚
偽
の
陳
述

を
し
た
と
き
の
罰
則
を
警
告
す
る
。

議
証

　
第

一

条

　
の

五
　
　

　
第

四

条

　
第

六

条

　
第

七

条



二
四
八

二
六
四　

証
人
の
宣
誓
及
び
証
言
中
の
撮
影
及
び
録
音
は
、
委
員
長
が
証
人
の

意
見
を
聴
い
た
上
で
委
員
会
に
諮
り
許
可
す
る

証
人
の
宣
誓
及
び
証
言
中
の
撮
影
及
び
録
音
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
が
、
証
人
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
委
員
会
に
諮

り
、
許
可
す
る
。

な
お
、
証
人
は
、
意
見
を
述
べ
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

参
照　

一
七
六
号

二
六
五　

証
人
の
宣
誓
は
、
起
立
し
て
行
う

証
人
の
宣
誓
は
、
総
員
起
立
の
下
に
こ
れ
を
行
う
。

証
人
は
、
宣
誓
書
を
朗
読
し
、
こ
れ
に
署
名
捺
印
す
る
。

（
注
）
第
七
十
七
回
国
会
閉
会
後
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
（
昭
和
五
十
一
年
六
月
九
日
）
に
証
人
と
し
て
出

頭
し
た
米
国
人
シ
グ
・
片
山
君
は
、
英
文
の
宣
誓
書
を
朗
読
し
、
こ
れ
に
署
名
し
た
。

議
証

　
第

五

条

　
の

七
　
　

議
証

　
第

二

条

　
第

三

条



二
四
九

第
八
章　

証
人
及
び
参
考
人　
　

第
一
節　

証
人　
　

（
二
六
四
―
二
六
七
）

二
六
六　

数
人
の
証
人
か
ら
証
言
を
求
め
る
方
法
に
関
す
る
例

委
員
会
に
お
い
て
同
一
事
項
に
つ
き
数
人
の
証
人
か
ら
証
言
を
求
め
る
場
合
に
は
、
各
証
人
別
に
こ
れ
を
求
め
た
例
が

多
い
が
、
数
人
の
証
人
を
同
席
さ
せ
て
証
言
を
求
め
た
例
も
少
な
く
な
い
。

二
六
七　

証
人
に
対
す
る
尋
問
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
委
員
長
及
び
各
会
派
に
割

り
当
て
た
例

第
七
十
七
回
国
会
閉
会
後
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
理
事
会
（
昭
和
五
十
一
年
六
月
七
日
）
に

お
い
て
、
同
月
九
日
の
委
員
会
に
お
け
る
ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
に
関
す
る
件
の
調
査
に
つ
い
て
の
証
人
シ
グ
・
片
山
君

に
対
す
る
尋
問
時
間
（
証
言
及
び
通
訳
時
間
を
含
む
。）
を
次
の
と
お
り
委
員
長
及
び
各
会
派
に
割
り
当
て
た
。

委

員

長	
二
〇
分

自
由
民
主
党	

四
〇
分

日
本
社
会
党	

六
〇
分

公

明

党	

四
〇
分



二
五
〇

日
本
共
産
党	

四
〇
分

民

社

党	

三
〇
分

第
二
院
ク
ラ
ブ	

二
〇
分

以
後
同
例
が
あ
る
。

二
六
八　

議
院
外
に
お
い
て
証
言
を
求
め
た
と
き
は
、
議
院
外
証
言
速
記
録
を

委
員
会
会
議
録
に
掲
載
す
る
の
を
例
と
す
る

議
院
外
に
お
い
て
証
言
を
求
め
た
と
き
は
、
議
院
外
証
言
速
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
委
員
会
会
議
録
に
掲
載
す
る
の

を
例
と
す
る
。

参
照　

二
五
五
号
、
二
五
六
号



二
五
一

第
八
章　

証
人
及
び
参
考
人　
　

第
一
節　

証
人　
　

（
二
六
八
、
二
六
九
）

二
六
九　

証
人
が
出
頭
し
な
か
っ
た
場
合
の
措
置
に
関
す
る
例

（一）　

正
当
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
例

第
四
回
国
会
法
務
委
員
会
（
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
二
十
三
日
）
に
お
い
て
、
検
察
及
び
裁
判
の
運
営
等
に
関
す
る
調

査
の
う
ち
昭
和
電
工
事
件
に
関
す
る
件
の
調
査
の
た
め
、
証
人
と
し
て
出
頭
を
求
め
て
い
た
元
法
務
庁
検
務
局
長
國

宗
榮
君
が
病
気
の
理
由
で
出
頭
し
な
か
っ
た
の
で
、
委
員
長
伊
藤
修
君
は
「
相
当
の
理
由
が
あ
り
ま
す
か
ら
こ
れ
は

本
人
の
欠
席
届
を
承
認
す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
告
げ
た
と
こ
ろ
、
別
段
の
異
議
が
な
か
っ
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

（二）　

証
人
の
診
察
に
当
た
っ
た
医
師
を
証
人
と
し
て
喚
問
し
た
例

第
七
回
国
会
法
務
委
員
会
（
昭
和
二
十
五
年
四
月
六
日
）
に
お
い
て
、
検
察
及
び
裁
判
の
運
営
等
に
関
す
る
調
査
の
う

ち
五
井
産
業
事
件
に
関
す
る
件
の
調
査
の
た
め
、
証
人
と
し
て
出
頭
を
求
め
て
い
た
伊
藤
鑛
壽
君
が
医
師
和
田
伴
彦

君
の
診
断
書
（
四
月
四
日
付
）
を
提
出
し
て
出
頭
し
な
か
っ
た
の
で
、
伊
藤
鑛
壽
君
の
病
状
を
調
査
す
る
た
め
、
翌

七
日
の
委
員
会
に
同
君
の
診
察
に
当
た
っ
て
い
た
医
師
千
葉
淑
夫
君
に
証
人
と
し
て
出
頭
を
求
め
、
そ
の
証
言
を
聴

取
し
た
。

な
お
、
委
員
会
は
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
同
月
十
日
に
再
度
証
人
と
し
て
伊
藤
鑛
壽
君
の
出
頭
を
求
め
、
そ
の
証
言
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二
五
二

を
聴
取
し
た
。

そ
の
他
同
例
が
あ
る
。

（三）　

委
員
を
派
遣
し
証
人
の
所
在
に
お
い
て
調
査
を
行
っ
た
例

第
四
回
国
会
閉
会
後
の
法
務
委
員
会
（
昭
和
二
十
四
年
一
月
十
一
日
）
に
お
い
て
、
検
察
及
び
裁
判
の
運
営
等
に
関
す

る
調
査
の
う
ち
昭
和
電
工
事
件
に
関
す
る
件
の
調
査
の
た
め
、
証
人
と
し
て
出
頭
を
求
め
て
い
た
小
林
峯
子
君
外
一

名
が
診
断
書
を
提
出
し
て
出
頭
し
な
か
っ
た
の
で
、
委
員
長
伊
藤
修
君
は
「
供
述
に
堪
え
な
い
程
度
で
は
な
い
ら
し

い
で
す
か
ら
明
日
進
行
上
臨
床
尋
問
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。」
と
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
委
員
会
は
こ
れ
を
可
決
し
た
。
よ
っ
て
翌
十
二
日
委
員
会
は
、
委
員
長
伊
藤
修
君
、
理
事
岡
部
常
君
、
委
員

大
野
幸
一
君
、
齋
武
雄
君
、
遠
山
丙
市
君
及
び
松
村
眞
一
郎
君
を
派
遣
し
、
両
君
に
対
し
そ
の
所
在
に
お
い
て
調
査

を
行
っ
た
。

そ
の
他
同
例
が
あ
る
。

（
注
）
第
百
十
三
回
国
会
に
お
い
て
議
院
に
お
け
る
証
人
の
宣
誓
及
び
証
言
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第

八
十
九
号
）
が
行
わ
れ
る
前
は
、
証
人
と
し
て
出
頭
す
べ
き
旨
の
要
求
を
す
る
場
合
に
お
い
て
出
頭
す
べ
き
日
の
五
日
前
ま
で

に
証
人
に
対
し
て
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
等
の
制
限
は
な
か
っ
た
。



二
五
三

第
八
章　

証
人
及
び
参
考
人　
　

第
一
節　

証
人　
　

（
二
七
〇
、
二
七
一
）

二
七
〇　

証
人
と
し
て
書
類
の
提
出
を
求
め
る
に
は
、
書
類
提
出
要
求
書
を
議

長
に
提
出
す
る

案
件
の
審
査
又
は
調
査
の
た
め
証
人
と
し
て
書
類
の
提
出
を
求
め
る
に
は
、
委
員
会
に
お
い
て
、
証
人
の
氏
名
、
提
出

を
求
め
る
書
類
及
び
提
出
期
限
を
決
定
し
、
委
員
長
か
ら
こ
れ
ら
を
記
載
し
た
書
類
提
出
要
求
書
を
議
長
に
提
出
し
、

議
長
は
文
書
を
も
っ
て
証
人
に
書
類
の
提
出
を
求
め
る
。

な
お
、
議
長
か
ら
証
人
に
書
類
の
提
出
を
求
め
る
文
書
に
は
、
提
出
を
求
め
る
書
類
、
提
出
先
及
び
提
出
期
限
の
ほ
か
、

議
院
に
お
け
る
証
人
の
宣
誓
及
び
証
言
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
そ
の
事
由
を
示
し

て
書
類
の
提
出
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
旨
及
び
正
当
の
理
由
が
な
く
て
要
求
さ
れ
た
書
類
を
提
出
し
な
い
場
合
の
罰
則

に
つ
い
て
記
載
す
る
。

参
照　

二
七
一
号
、
二
八
二
号

二
七
一　

証
人
と
し
て
書
類
の
提
出
を
求
め
た
例

第
百
三
十
二
回
国
会
予
算
委
員
会
（
平
成
七
年
三
月
十
六
日
）
に
お
い
て
、
予
算
の
執
行
状
況
に
関
す
る
調
査
の
う
ち
、

議
証

　
第

一

条

　
第

一

条

　
の

三
　
　

　
第

四

条

　
第

七

条

議
証

　
第

一

条



二
五
四

東
京
共
同
銀
行
問
題
に
つ
い
て
、
大
蔵
大
臣
武
村
正
義
君
、
東
京
都
知
事
鈴
木
俊
一
君
及
び
東
京
協
和
信
用
組
合
理

事
長
・
安
全
信
用
組
合
理
事
長
野
口
寿
康
君
に
対
し
、
証
人
と
し
て
書
類
の
提
出
を
求
め
た
。

第
百
三
十
六
回
国
会
予
算
委
員
会
（
平
成
八
年
四
月
十
二
日
）
に
お
い
て
、
平
成
八
年
度
総
予
算
に
関
し
、
住
宅
金
融

専
門
会
社
問
題
に
つ
い
て
、
大
蔵
大
臣
久
保
亘
君
、
日
本
住
宅
金
融
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
丹
羽
進
君
、
株
式

会
社
住
宅
ロ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
社
長
井
上
時
男
君
、
株
式
会
社
住
総
取
締
役
社
長
山
本
弘
君
、
総
合
住
金

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
大
槻
章
雄
君
、
第
一
住
宅
金
融
株
式
会
社
取
締
役
社
長
山
仲
靖
朗
君
、
地
銀
生
保
住
宅

ロ
ー
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
坂
齊
春
彦
君
及
び
日
本
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ロ
ー
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役
會
田
稜
三

君
に
対
し
、
証
人
と
し
て
書
類
の
提
出
を
求
め
た
。

参
照　

二
七
〇
号

二
七
二　

証
人
を
告
発
し
た
例

第
七
十
八
回
国
会
閉
会
後
の
法
務
委
員
会
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
連
合
審
査
会
（
昭
和
五
十

一
年
十
一
月
十
二
日
）
に
お
い
て
、
証
人
鬼
頭
史
郎
君
は
、
自
己
が
刑
事
訴
追
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
宣

誓
を
拒
み
、
そ
の
理
由
を
疎
明
し
た
。

議
証

　
第

六

条

　
第

七

条

　
第

八

条



二
五
五

第
八
章　

証
人
及
び
参
考
人　
　

第
一
節　

証
人　
　

（
二
七
二
）

法
務
委
員
会
及
び
ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
証
人

鬼
頭
史
郎
君
は
正
当
の
理
由
が
な
く
て
宣
誓
を
拒
ん
だ
も
の
と
認
め
、
議
院
に
お
け
る
証
人
の
宣
誓
及
び
証
言
等
に

関
す
る
法
律
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
同
証
人
を
告
発
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
よ
っ
て
、
法
務
委
員
長
田
代
富
士
男

君
及
び
ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
長
大
谷
藤
之
助
君
は
、
連
名
で
翌
十
三
日
最
高
検
察
庁
に
告
発

し
た
。

第
八
十
七
回
国
会
予
算
委
員
会
（
昭
和
五
十
四
年
三
月
十
九
日
及
び
三
十
一
日
）
に
お
い
て
、
証
人
海
部
八
郎
君
は
、

昭
和
五
十
四
年
度
総
予
算
に
関
し
、
外
国
航
空
機
購
入
予
算
問
題
に
つ
い
て
、
宣
誓
の
上
、
証
言
し
た
。

予
算
委
員
会
は
、
四
月
二
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
証
人
海
部
八
郎
君
の
証
言
の
う
ち
に
偽
証
の
疑
い
が
極
め
て
濃

厚
な
も
の
が
あ
る
と
認
め
、
議
院
に
お
け
る
証
人
の
宣
誓
及
び
証
言
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
同
証

人
を
告
発
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
よ
っ
て
、
予
算
委
員
長
町
村
金
五
君
は
、
同
月
四
日
最
高
検
察
庁
に
告
発
し
た
。

第
百
三
十
六
回
国
会
予
算
委
員
会
（
平
成
八
年
五
月
一
日
）
に
お
い
て
、
証
人
佐
佐
木
吉
之
助
君
は
、
平
成
八
年
度
総

予
算
に
関
し
、
住
宅
金
融
専
門
会
社
問
題
に
つ
い
て
、
宣
誓
の
上
、
証
言
し
た
。

予
算
委
員
会
は
、
六
月
十
八
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
証
人
佐
佐
木
吉
之
助
君
の
証
言
の
う
ち
に
偽
証
の
疑
い
が
極

め
て
濃
厚
な
も
の
が
あ
る
と
認
め
、
議
院
に
お
け
る
証
人
の
宣
誓
及
び
証
言
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条
の
規
定
に
よ

り
同
証
人
を
告
発
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
よ
っ
て
、
予
算
委
員
長
井
上
裕
君
は
、
同
日
最
高
検
察
庁
に
告
発
し
た
。



二
五
六

第
百
六
十
八
回
国
会
外
交
防
衛
委
員
会
（
平
成
十
九
年
十
一
月
十
五
日
）
に
お
い
て
、
証
人
守
屋
武
昌
君
は
、
外
交
、

防
衛
等
に
関
す
る
調
査
に
関
し
、
防
衛
省
問
題
に
つ
い
て
、
宣
誓
の
上
、
証
言
し
た
。

外
交
防
衛
委
員
会
は
、
平
成
二
十
年
一
月
十
五
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
証
人
守
屋
武
昌
君
の
証
言
の
う
ち
に
偽
証

の
疑
い
が
極
め
て
濃
厚
な
も
の
が
あ
る
と
認
め
、
議
院
に
お
け
る
証
人
の
宣
誓
及
び
証
言
等
に
関
す
る
法
律
第
八
条

の
規
定
に
よ
り
同
証
人
を
告
発
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
よ
っ
て
、
外
交
防
衛
委
員
長
北
澤
俊
美
君
は
、
同
日
最
高

検
察
庁
に
告
発
し
た
。

第
二
節　
参
考
人

二
七
三　

参
考
人
の
出
席
を
求
め
る
に
は
、
参
考
人
出
席
要
求
書
を
議
長
に
提

出
す
る

案
件
の
審
査
又
は
調
査
の
た
め
参
考
人
の
出
席
を
求
め
る
に
は
、
委
員
会
に
お
い
て
、
参
考
人
の
氏
名
、
意
見
を
求
め

る
事
項
及
び
出
席
を
求
め
る
日
時
を
決
定
し
、
委
員
長
か
ら
こ
れ
ら
を
記
載
し
た
参
考
人
出
席
要
求
書
を
議
長
に
提
出

し
、
議
長
は
文
書
を
も
っ
て
参
考
人
に
出
席
を
求
め
る
。

規
第
一
八
六
条

｢

規
第
八
〇
条 

の
八
」　
　



二
五
七

第
八
章　

証
人
及
び
参
考
人　
　

第
二
節　

参
考
人　
　

（
二
七
三
、
二
七
四
）

な
お
、
国
が
資
本
金
の
二
分
の
一
以
上
を
出
資
し
て
い
る
法
人
及
び
議
院
に
出
頭
す
る
証
人
等
の
旅
費
及
び
日
当
に
関

す
る
法
律
第
一
条
た
だ
し
書
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
法
人
（
地
方
公
共
団
体
を

除
く
。）
の
役
職
員
を
参
考
人
と
し
て
出
席
を
求
め
る
に
は
、
委
員
会
に
お
い
て
そ
の
旨
の
決
定
を
行
い
、
議
長
を
経

ず
に
委
員
長
か
ら
直
接
こ
れ
を
行
う
の
を
例
と
す
る
。

参
照　

三
三
四
号

二
七
四　

外
国
人
が
参
考
人
と
し
て
出
席
し
意
見
を
述
べ
た
例

第
十
三
回
国
会
電
気
通
信
委
員
会
（
昭
和
二
十
七
年
五
月
三
十
日
）
に
お
い
て
、
日
本
電
信
電
話
公
社
法
案
外
一
件
の

審
査
に
当
た
り
、
Ｒ
・
Ｃ
・
Ａ
通
信
社
駐
日
代
表
チ
ャ
ー
ル
ス
・
Ｂ
・
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
君
及
び
在
日
中
の
マ
ッ
ケ
イ

無
線
電
信
会
社
副
社
長
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ｔ
・
チ
ャ
タ
ト
ン
君
は
参
考
人
と
し
て
出
席
し
意
見
を
述
べ
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

第
十
九
回
国
会
厚
生
委
員
会
（
昭
和
二
十
九
年
四
月
十
五
日
）
に
お
い
て
、
社
会
保
障
制
度
に
関
す
る
調
査
に
当
た
り
、

人
口
問
題
と
受
胎
調
節
に
つ
い
て
、
在
日
中
の
国
際
家
族
計
画
連
盟
会
長
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
君
は
参
考
人

と
し
て
出
席
し
意
見
を
述
べ
た
。



二
五
八

そ
の
他
同
例
が
あ
る
。

第
九
十
八
回
国
会
商
工
委
員
会
、
外
務
委
員
会
、
農
林
水
産
委
員
会
、
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員
会
連
合
審
査
会

（
昭
和
五
十
八
年
二
月
二
十
三
日
）
に
お
い
て
、
国
際
経
済
摩
擦
に
関
す
る
件
の
調
査
に
当
た
り
、
在
日
米
国
商
工

会
議
所
会
頭
ロ
ー
レ
ン
ス
・
Ｆ
・
ス
ノ
ー
デ
ン
君
及
び
在
日
Ｅ
Ｃ
企
業
間
運
営
委
員
会
委
員
長
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ペ
ル

ド
ー
ン
君
は
、
参
考
人
と
し
て
出
席
し
意
見
を
述
べ
た
。

第
百
二
回
国
会
外
交
・
総
合
安
全
保
障
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
国
際
経
済
問
題
小
委
員
会
（
昭
和
六
十
年
三
月
十

五
日
）
に
お
い
て
、
経
済
摩
擦
に
関
す
る
件
の
調
査
に
当
た
り
、
在
日
米
国
商
工
会
議
所
会
頭
ハ
ー
バ
ー
ト
・
Ｆ
・

ハ
イ
デ
ィ
君
及
び
京
都
精
華
大
学
教
授
ク
ン
ト
ン
・
イ
ン
タ
ラ
タ
イ
君
は
、
参
考
人
と
し
て
出
席
し
意
見
を
述
べ
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

参
照　

二
一
四
号
、
二
四
五
号
、
三
〇
二
号



二
五
九

第
八
章　

証
人
及
び
参
考
人　
　

第
二
節　

参
考
人　
　

（
二
七
五
）

二
七
五　

参
考
人
の
発
言
中
に
不
穏
当
な
言
辞
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
、

委
員
長
が
調
査
の
上
処
置
す
る
旨
を
告
げ
、
調
査
の
結
果
、
不
穏
当

な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
例

委
員
会
に
お
け
る
参
考
人
の
発
言
中
に
不
穏
当
な
言
辞
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
、
委
員
長
が
速
記
録
を
調
査
の
上

処
置
す
る
旨
を
告
げ
、
調
査
の
結
果
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
例
が
あ
る
。
そ
の
例

を
挙
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
三
十
八
回
国
会
決
算
委
員
会
（
昭
和
三
十
六
年
四
月
十
九
日
）
に
お
い
て
、
国
家
財
政
の
経
理
及
び
国
有
財
産
の

管
理
に
関
す
る
調
査
の
う
ち
真
鶴
町
漁
業
協
同
組
合
並
び
に
真
鶴
港
の
港
湾
埋
立
て
に
関
す
る
件
の
調
査
に
当
た

り
、
参
考
人
（
真
鶴
町
漁
業
協
同
組
合
長
）
御
守
嘉
一
君
の
発
言
に
つ
い
て
、
委
員
長
佐
藤
芳
男
君
は
「
先
刻
の

御
守
参
考
人
の
発
言
中
、
穏
当
を
欠
く
点
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
し
、
御
守
参
考
人
か
ら
の
申
し
出
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
後
刻
速
記
録
を
調
査
の
上
、
委
員
長
に
お
い
て
適
宜
処
理
い
た
す
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。」
と
述
べ
、
調
査
の
結
果
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。

第
六
十
一
回
国
会
石
炭
対
策
特
別
委
員
会
（
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
十
三
日
）
に
お
い
て
、
当
面
の
石
炭
対
策
樹
立

に
関
す
る
調
査
の
う
ち
新
石
炭
政
策
に
関
す
る
件
の
調
査
に
当
た
り
、
参
考
人
（
日
本
石
炭
協
会
副
会
長
）
貝
島

国
第
四
八
条

⎛

規
第
五
一
条⎞

⎝

　
第
五
八
条⎠

｢

国
第
五
四
条 

の
四
」　
　



二
六
〇

弘
人
君
は
、
前
回
の
同
委
員
会
に
お
け
る
参
考
人
（
日
本
石
炭
協
会
会
長
）
大
槻
文
平
君
の
発
言
に
つ
い
て
「
去

る
十
六
日
、
当
委
員
会
に
お
け
る
大
槻
参
考
人
の
発
言
中
…
…
と
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
適
切
を
欠
き
、
か

つ
、
事
実
の
思
い
違
い
に
基
づ
く
失
言
で
あ
り
ま
し
た
。
…
…
大
槻
参
考
人
に
か
わ
り
ま
し
て
…
…
右
発
言
を
取

り
消
し
ま
す
の
で
、
委
員
長
に
お
か
れ
ま
し
て
、
よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。」
と
述
べ
た
と
こ
ろ
、
委
員
長
阿
具
根
登
君
は
「
後
刻
速
記
録
を
調
査
の
上
、
適
宜
処
置
す
る
こ
と
に
い
た

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。」
と
述
べ
、
調
査
の
結
果
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。

第
七
十
五
回
国
会
運
輸
委
員
会
（
昭
和
五
十
年
一
月
十
七
日
）
に
お
い
て
、
運
輸
事
情
等
に
関
す
る
調
査
の
う
ち
マ

ラ
ッ
カ
海
峡
に
お
け
る
祥
和
丸
座
礁
事
故
に
関
す
る
件
の
調
査
に
当
た
り
、
参
考
人
（
太
平
洋
海
運
株
式
会
社
専

務
取
締
役
）
佐
野
稔
君
の
発
言
に
つ
い
て
、
参
考
人
（
太
平
洋
海
運
株
式
会
社
海
務
部
長
）
菊
田
清
平
君
は
「
先

ほ
ど
の
佐
野
参
考
人
の
発
言
に
つ
き
ま
し
て
、
本
人
の
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
、
思
い
違
い
を
い
た
し
ま
し
て
、

ま
こ
と
に
不
穏
当
な
発
言
を
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
…
…
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ

ど
の
佐
野
参
考
人
の
発
言
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
長
に
お
か
れ
ま
し
て
し
か
る
べ
く
御
処
置
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。」
と
述
べ
た
と
こ
ろ
、
委
員
長
宮
崎
正
義
君
は
「
菊
田
参
考
人
の
た
だ
い
ま
の
お
話
、
了
承
い
た

し
ま
し
た
。
後
刻
速
記
録
を
調
査
い
た
し
ま
し
て
、
不
適
当
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
処
置
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。」
と
述
べ
、
調
査
の
結
果
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ
た
。



二
六
一

第
八
章　

証
人
及
び
参
考
人　
　

第
二
節　

参
考
人　
　

（
二
七
六
）

第
百
八
十
九
回
国
会
総
務
委
員
会
（
平
成
二
十
七
年
六
月
四
日
）
に
お
い
て
、
郵
便
法
及
び
民
間
事
業
者
に
よ
る
信

書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
審
査
に
当
た
り
、
参
考
人
（
日
本
放
送
協
会
会
長
）
籾

井
勝
人
君
の
発
言
に
つ
い
て
、
委
員
長
谷
合
正
明
君
は
「
先
ほ
ど
の
籾
井
参
考
人
の
発
言
中
に
不
穏
当
と
認
め
ら

れ
る
言
辞
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
後
刻
理
事
会
に
お
い
て
速
記
録
を
調
査
の
上
、
適
当
な
処
置
を

と
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。」
と
述
べ
、
調
査
の
結
果
、
不
穏
当
な
箇
所
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
し
な
か
っ

た
。

（
注
）
発
言
者
が
自
己
の
発
言
に
つ
き
自
ら
こ
れ
を
取
り
消
し
て
も
、
委
員
長
が
不
穏
当
な
言
辞
が
あ
っ
た
と
認
め
そ
の
取
消
し
を
命

じ
な
い
限
り
、
そ
の
ま
ま
こ
れ
を
提
供
す
る
会
議
録
に
掲
載
す
る
。

参
照　

一
二
五
号
、
二
五
二
号
、
三
〇
六
号

二
七
六　

欠
席
し
た
参
考
人
が
意
見
を
記
述
し
た
文
書
を
提
出
し
た
例

第
十
三
回
国
会
文
部
委
員
会
（
昭
和
二
十
七
年
三
月
七
日
）
に
お
い
て
、
教
育
及
び
文
化
に
関
す
る
一
般
調
査
に
当
た

り
、
参
考
人
（
評
論
家
）
中
島
健
藏
君
は
出
席
せ
ず
、
意
見
を
記
述
し
た
文
書
を
提
出
し
た
の
で
、
委
員
長
梅
原
眞

隆
君
は
委
員
会
に
諮
り
、
こ
れ
を
会
議
録
の
末
尾
に
掲
載
し
た
。



二
六
二

以
後
同
例
が
あ
る
。

第
四
十
六
回
国
会
閉
会
後
の
建
設
委
員
会
（
昭
和
三
十
九
年
七
月
三
十
一
日
）
に
お
い
て
、
建
設
事
業
並
び
に
建
設
諸

計
画
に
関
す
る
調
査
に
当
た
り
、
参
考
人
（
作
家
）
石
川
達
三
君
は
出
席
せ
ず
、
意
見
を
記
述
し
た
文
書
を
提
出
し

た
の
で
、
委
員
長
安
田
敏
雄
君
は
委
員
会
に
諮
り
、
こ
れ
を
専
門
員
に
代
読
さ
せ
た
。

参
照　

二
二
七
号

二
七
七　

分
科
会
、
小
委
員
会
又
は
連
合
審
査
会
に
お
い
て
参
考
人
の
意
見
を

聴
取
し
た
例

分
科
会
、
小
委
員
会
又
は
連
合
審
査
会
に
お
い
て
参
考
人
の
意
見
を
聴
取
し
た
例
は
少
な
く
な
い
。

（一）　

分
科
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
取
し
た
例

第
五
十
八
回
国
会
予
算
委
員
会
第
三
分
科
会
（
昭
和
四
十
三
年
四
月
十
二
日
）
に
お
い
て
、
昭
和
四
十
三
年
度
一
般

会
計
予
算
外
二
件
中
運
輸
省
所
管
に
つ
い
て
の
審
査
に
当
た
り
、
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
代
表
取
締
役
副
社
長
大

庭
哲
夫
君
を
参
考
人
と
し
て
出
席
を
求
め
、
そ
の
意
見
を
聴
取
し
た
。

そ
の
他
同
例
が
あ
る
。

（
規
第
一
八
六
条
）



二
六
三

第
八
章　

証
人
及
び
参
考
人　
　

第
二
節　

参
考
人　
　

（
二
七
七
）

（二）　

小
委
員
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
取
し
た
例

第
八
回
国
会
閉
会
後
の
大
蔵
委
員
会
金
融
政
策
並
び
に
制
度
に
関
す
る
小
委
員
会
（
昭
和
二
十
五
年
九
月
二
日
）
に

お
い
て
、
金
融
政
策
並
び
に
制
度
に
関
す
る
調
査
の
う
ち
貿
易
金
融
に
関
す
る
件
の
調
査
に
当
た
り
、
第
一
物
産

株
式
会
社
業
務
部
長
萬
木
仙
君
を
参
考
人
と
し
て
出
席
を
求
め
、
そ
の
意
見
を
聴
取
し
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

（三）　

連
合
審
査
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
取
し
た
例

第
八
回
国
会
閉
会
後
の
通
商
産
業
、
地
方
行
政
連
合
委
員
会
（
昭
和
二
十
五
年
十
月
二
十
五
日
）
に
お
い
て
、
通
商

及
び
産
業
一
般
に
関
す
る
調
査
の
う
ち
自
転
車
競
技
法
に
関
す
る
件
の
調
査
に
当
た
り
、
自
転
車
振
興
会
連
合
会

理
事
長
小
西
要
君
外
五
名
を
参
考
人
と
し
て
出
席
を
求
め
、
そ
の
意
見
を
聴
取
し
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

参
照　

一
九
四
号
、
二
一
四
号
、
二
四
五
号
、
二
七
三
号




